
カラー画像は，光の 3 原色
R, G, B で構成されている．

グレースケール化（輝度 Y）
Y = 0.299R+0.587G+ 0.114B
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画像のエッジ抽出について
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エッジ（画像の輝度が急に変化する部分）

グレースケール化

左 図 を 斜 め 上
か ら 見 る と 右
図になる．
画 像 は 平 面
メ ッ シ ュ 上 の
関数である．
メ ッ シ ュ を ピ
クセルとよぶ．

2pixel 右へ

差を取る

2pixel 下へ

差を取る

1pixel 右へ

1pixel 下へ

差を取る

元画像を少し動かして，差を取ると．
動かした方向と垂直なエッジを抽出する．
左図が縦エッジ，中図が横エッジ，右図が斜
めエッジに対応する．
縦エッジの 2 乗と横エッジの 2 乗の和の平方
根を描くと右図になる．ピントの合っていな
い左下部分はモヤモヤしている．ネガの絶対
値の平方根を log スケールで描いた．

フーリエ変換・逆変換と平行移動・微分

フーリエ変換で平行移動とエッジ抽出

フーリエ変換
絶対値 log スケール　ネガ

60.2 pixel 右へ

100.3 pixel 上へ

周期的な平行移動になる．
移動単位は実数で良い．

0.6pixel 右へ

0.8 pixel 下へ

差を取る

下 図 は， フ ー リ エ 変 換 を 使 っ た エ ッ ジ 抽 出 で あ る． 周 期 的
な 平 行 移 動 な の で， 上 辺 と 底 辺， 左 辺 と 右 辺 の 値 が 異 な る
と， 人 為 的 な エ ッ ジ が 生 ま れ る た め， 画 像 の 端 で 大 き い 値
に な る． ネ ガ の 絶 対 値 の 平 方 根 を log ス ケ ー ル で 描 い た．

1 階微分の絶対値の平方根
ネガ log スケール

2 階微分の絶対値の平方根
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バンドパスの絶対値の平方根，ネガ
　log スケール


